
大垣特別支援学校スクールポリシー 

【学校教育目標】 

   

 

 

（１）グラデュエーション・ポリシー（育成を目指す資質・能力に関する方針） 

①「自分の命を自分で守る子」 

・自分の障がいを正しく理解し、自らの健康に関心をもつ。 

    ・危険を予想したり、回避したりする。 

②「自分の暮らしを自分で支える子」 

    ・主体的に、根気よく取り組む。 

・活動することや働くことに喜びを感じる。 

  ③「自分の暮らしを自分で工夫する子」 

  ・様々なことに興味関心をもつ。 

  ・思いやりの気持ちをもち、互いを認め合いながら、仲間と一緒に取り組む。  

 

（２）カリキュラム・ポリシー（教育課程の編成・実施に関する方針） 

①自ら主体的に考え、学ぶことで確かな学力の定着を図るとともに、互いのよさや違いを認め合える豊

かな心の育成を目指した教育課程を編成し、教育実践を行う。 

②個別の教育支援計画、個別の指導計画を基に、一人一人の教育的ニーズを的確に捉え、個に応じた

きめ細かな教育実践を行う。  

③児童生徒が、卒業後に地域社会で生活する姿を描き、保護者、地域、関係諸機関と連携した教育実

践を行う。 

 

（３）アドミッション・ポリシー（入学者の受け入れに関する方針） 

  小学部・中学部 ・・・ 学校教育法施行令第２２条の３に該当し、かつ当校で学ぶことを希望する者 

  高等部        ・・・ 知的障がい者、肢体不自由者又は病弱者であり、かつ 

                      ・自ら考え、自ら学ぼうとする意欲のある者 

                      ・学ぶことや働くことに喜びを感じ、自分の将来を拓こうとする者 

                      ・互いの良さを認め合い、仲間と協力して活動しようとする者 

 

 

児童生徒一人一人の教育的ニーズに応じたきめ細かな教育を行うことにより、一人一人の可能性

を最大限に伸ばす。さらに、「強く  明るく  仲良く」生きようとする意欲を高め、一人一人の自立と社

会参加を目指し、基礎的・基本的な力を身に付け、「生きる力」を育む。 

 


